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中国における朝鮮語語彙規範の変遷
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　はじめに
　本稿は1945年8月15日から現在に至るまでの，中国
における朝鮮語語彙規範化政策の歴史的展開過程を考
察しようとするものである。
　朝鮮語と中国語（以下，中国での呼称にしたがって
「漢語」と称する）との二重言語生活をおこなう中国
の朝鮮族（本稿では少数民族としての朝鮮民族という
意味で用いる）にとって，朝鮮語話者数の減少をくい
止めることと漢語との混濡言語化の問題が最も深刻な
言語政策的課題となっている。
　本稿はその申でも，特に語彙規範化原則の歴史的変
遷に焦点を当てて，中国の朝鮮語が歩んできた屈折し
た歴史を考察するものである。本稿で取り上げた資料
の多くは，中国の研究者たちによって執筆された諸論
文（主に参考文献1），2），3））の記述に依っている。
したがって，本稿はそれらを筆者なりに総合的に検
討・整理した上での紹介的性格を帯びていることをお
断りしておきたい。
　ところで，1990年7月1日の「全国第4次人口普遍
調査」によれば，中国には192万597名の朝鮮族が居住
している。その97．1％が東北3省に集中し，その内訳
は黒龍江省45万2378名，吉林省118万1964名，遼寧省23
万378名となっている。特に吉林省管轄下の延辺朝鮮族
自治州（1952年9月3日延辺朝鮮民族自治区として成
立し，1955年12月改称）には82万1479名が居住し，同
自治州総人ロの約40％を占めている。
　中国の朝鮮族は耕作地を求めて朝鮮半島から豆満
江，鴨緑江を渡江して移住してきた農民たち，及びそ
の子孫から構成され，その移住史は1860年代にさかの
ぼる。現在でも，その多くが朝鮮語を生得言語として
用いており，在日，在ソ，在米朝鮮人の若い世代のほ
とんどが朝鮮語を生得言語として継承できなくなって
いる状況とは対照的である。
　1946年8月11日，東北各省代表連合会議で「東北各
都市（特別市）民主政府共同施政綱領」が採択され，
その第18条には「少数民族の言語，文字，宗教信仰と
風俗を尊重する」と明記されている。また，中華人民
共和国建国（1949年10月1日）直前の1949年9月29日
に憲法的性格を帯びて採択されたとされる「中国人民
政治協商会議共同綱領」第53条には，「各少数民族は言
語と文字を発展させ，風俗習慣と宗教信仰を保存した
り改革したりする自由がある。人民政府では当然，各
少数民族の人民大衆を援助し，政治，経済，文化，教
育建設事業を発展させなければならない」と明記され
ている。
　このように1945年8月の日本の敗戦後，中国東北部の
朝鮮族は旧「満州国」の日本語支配から解放され，民
族語を社会的に使用する言語権が保障された。戦後の
この時期を見る限り，日本で在日朝鮮人が行なう民族
語教育が強権をもって弾圧され，閉鎖されていった歴
史とは異なる。
　とは言え，朝鮮族の民族語の歩みは平坦なものでは
なかった。絶えず漢族・漢語支配の脅威に曝され，「反
右派闘争」や「整風運動」や「文化大革命」など政治
的変動が起こるたびに民族的犠牲を強いられてきた。
　以下，本稿では中国における朝鮮語語彙規範の変遷
を，中国の政治情勢の変化に伴なう5つの時期区分に
したがって考察していくことにする。
　第1期1945年8月～1958年8月
　1940年代後半期の中国における朝鮮語規範の力点は
雷写規範におかれていた。解放後から1950年代始めの
国際教養学科
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頃まで，中国における朝鮮語書写規範は『ハングル綴
字法統一案』（1933年10月29日制定，朝鮮語学会），語
彙規範はr査定した朝鮮語語彙集』（1936年10月28日発
布，朝鮮語学会により9547語が査定された朝鮮初の標
準語標準語彙集）に準拠し，文世栄のr朝鮮語辞典」
　（1939年）などが使われていた。
　このことは南北朝鮮においても同様で，植民地時代
の朝鮮語学会による朝鮮語規範化の業績は朝鮮民族が
国境を隔てて居住しながら半世紀を経ても，若干の違
いはあるにせよ基本的には互いに共通の言語規範を維
持することを可能にしてきた。
　ただし，中国では1948年には朝鮮語の頭音法則を否
定する綴字法，発音法を採用するなど，北朝鮮の朝鮮
語と同様に当時からすでにソウルの標準語との乖離を
示す政策も見られる。
　この時期は朝鮮語の標準をめぐって，とり立てて政
策論争がなされることはなかった。そして，当時にお
いてソウルのことばが標準であるという認識は世界の
朝鮮民族に共通したものだった。北朝鮮でもそのこと
は言える。北朝鮮が「文化語」という新たな呼称を掲
げ，平壌のことばに準拠した独自的な標準語像を鮮明
に打ち出した際，金日成が次のように論じていること
からも確認できる。「ところで，r標準語』ということ
ばは他のことぽに代えなければなりません。r標準語』
と言うと，まるでソウルのことばを標準としているか
のように誤って理解されかねないので，このように言
う必要はありません」（「朝鮮語の民族的特性を正しく
生かしていくことについて」（1966年5月14日，金日
成）。
　この金日成のスピーチは，1966年の時点においても
ソウルのことばが「標準語」であるという認識が北朝
鮮社会に存在していたことを証明し七いる。また，平
壌放送局のアナウγサー採用の条件は美しいソウルの
ことばが話せることだったと，1960年当時平壌に留学
していたロシア人朝鮮語研究者ユー・エヌ・マズール
がソウルで開かれた複数の学会席上で繰り返し証言し
ている。この1966年5月14日の金日成のスピーチは朝
鮮語の標準に関する伝統的な認識をくつがえし，ソウ
ルのことば（南朝鮮のことば）は日本語，英語など外
来的要素に汚染されつくして民族的主体性を喪失した
言語であると決めつけている。そして平壌のことばを
革命的で民族性豊かな言語であるとして，「文化語」と
いう北朝鮮独自の標準語造成政策を推進していった。
　中国は朝鮮戦争への参戦を契機に対戦国として韓国
との敵対関係が決定的なものとなり，文化交流も完全
に途絶するにともない，中国の朝鮮語言語規範は北朝
鮮のものに従うようになっていった。
　1952年4月24日から朝鮮語版新聞は朝鮮語の書写体
系から漢字使用を全面的に排除するハングル専用政策
に移行した。また，1953年1月には東北3省教育会議
が召集され，小学校，中学校の教科書をハソグル専用，
及び横書きにすることが決定された。この決定にした
がい，小学校，中学校の教科書編纂においても1953年
秋の初級小学校用から始まり，1955年春まで順次！・ソ
グル専用に移行した。
　また，横書きへの転換においても1953年秋から初級
小学校の教科書を横書きで出版しはじめ，1956年3月
1日には新聞も横書きに代えられるなど，着実にこの
方針は実施に移された。
　1952年9月，延辺朝鮮民族自治区が創設されると，
自治区の指導者は1945年解放以前から朝鮮で用いられ
てきた既存のことば（「既存語」）を基準として用いる
よう指示を下し，この時から次第に書写規範と文法規
範は北朝鮮のものを踏襲するようになっていった。
　北朝鮮でr朝鮮語綴字法』（朝鮮民主主義人民共和国
社会科学院，1954年9月）が出されると，1955年から
は『ハソグル綴字法統一案』（1933年）から離脱して，
この北朝鮮式の書写基準に転換した。またt’同様に北
朝鮮から『朝鮮語綴字法辞典』（1956年12月）が出され
ると，これを参考にしながら朝鮮語書写体系の規範化
事業が進められた。
　文法規範も1950年代中期になると，北朝鮮の金寿卿
や金嫡済が著した朝鮮語文法書に準拠し，小学校，中
学校での文法教育がおこなわれるようになった。
　出版報道部門では1950年代始めの頃までは，解放前
に朝鮮語学会が定めた朝鮮語規範に基づいてそれぞれ
個別に，或いは共同して朝鮮語の規範化事業が進めら
れていた。
　延辺人民放送局では内部刊行物「名詞統一』を8号
まで出し，延辺教育出版社では内部刊行物「校閲通信』
を1953年から1955年の間に13号刊行して語彙規範と書
写規範を指導した。
　また，東北朝鮮人民報社（1949年4月1日設立，1955
年1月1日に延辺日報社と改称）でに内部刊行物『業
務簡報』を1953年6月29日から1955年9月12日までの
間に34号出し，新聞社内で朝鮮語規範化事業を進めた。
　例えば，上記『業務簡報』の第20号（1954年4月10日）
では次のような漢語式語彙を朝鮮語式語彙に置き換え
るよう提起している。
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社会的構成→社会構造，規律→法則，職員→李務員，
穏定→安定，工資→賃金・労賃，自発的→自然発生的
（矢印の前の語が漢語式語彙）
　また，1953年春には東北朝鮮人民報編集部の発議で，
新聞社，出版社，放送局を中心とした8名から構成さ
れる「名詞・述語統一委員会」が作られた。この委員
会は1954年春まで数度のグループ討論と2度の全体会
議を経て，当時混乱して用いられていた以下に示すよ
うな200余の語彙を規範化した。
畢業班→卒業班，教学→教授，
工人階級→労動階級，留級生→落第生，
表揚→表彰
そして，この語彙規範化作業は中国における朝鮮語に
関する社会的性格を帯びた最初の試みとして評価され
ている。
　その後1957年に延辺日…報社は紙上討論をi繰り広げ，
中国における朝鮮語の言語規範化原則を全社会的に明
確なものにした。
　この紙上討論に先立ち延辺日報社は「民族言語の純
潔化問題に関する紙上討論計画」を作成し，「民族語文
は民族区域自治権利行使の道具である」という見出し
の下に1957年3月1日から6月29日まで15回にわたっ
て朝鮮語の「純潔化」のための紙上討論を行なった。
　掲載された文章は「民族語を正しく用いることに注
意しよう」，「朝鮮語の純潔を守護するために」，「どう
して民族語を用いないのか」，「純朝鮮語を用いなけれ
ばならない」，「民族語規範化の正確な道」などで，そ
の題目からも朝鮮語純化主義への思いが伝わってく
る。
　この紙上討論は2つの段階に分けられる。最初の段
階では，朝鮮語使用を軽視している状況と混乱した朝
鮮語使用状況を羅列し，その原因を究明している。第
2の段階では，規範化の方向に関して討論を加えてい
る。この紙上討論は朝鮮語事業に携わる人々から大き
な関心と支持が寄せられたとされ，この過程で朝鮮族
の間で社会的合意がとりつけられた原則は，その後の
朝鮮語規範化のモデルとなった。
　この紙上討論で打ち出された原則は次のようなもの
であった。
1．中国の朝鮮語は中国の実状に伴なう主体的発展
という特殊性を有しているので，自分たち自身の
規範化原則を持たなければならない。
2．朝鮮語の規範化事業を立派に行うためには，ま
ず純化事業を立派に行わなければならない。
3．中国の朝鮮語の主要な規範化対象は可変性の高
い語彙，特に漢語から入った借用語である。
　しかし，この紙上討論が行われて間もなく政治情勢
は急変し，民族的純粋性の維持・発展をめぐって中国
の朝鮮語は苦難の道を歩むことになる。それでも，紙
上討論で得られた成果はその後1年あまり有効に機能
していた。．
　この時期は朝鮮語の言語規範化が出版言論界の各社
個別の試みから始まり，延辺日報社の紙上討論を通じ
て規範化方針の全社会化へと進みつつある時代だった
と総括される。
　また，この時期の途中から綴字法，発音法において
北朝鮮の規範に準拠するようになるが，大まかに言え
ば「標準語の採択については，もちろんハングル綴字
法統一案で定めたr標準語はおおよそ現在，中流社会
で用いられているソウルのことばとする』という原則
に依った」（r査定した朝鮮語標準語集」序言）という
解放前に朝鮮語学会が確立した語彙規範に基本的には
準拠していたという点において，「ソウル基準」の時期
であったとする中国における一般的主張も支持できる
だろう。
　そして，日本語支配から解放された朝鮮族が朝鮮語
による民族教育や出版活動を活発に展開し，漢語によ
る強圧的な言語支配を受けることがなかったという意
味において，この時期は朝鮮語の「黄金時代」とも称
されている。
　第II期　1958年9月～1963年12月
　この時期，中国の朝鮮語は「反右派闘争」，「整風運
動」などの粛正を伴う激しい政治運動の影響を受けて
屈折した道を歩んだ。中国共産党中央委員会から出さ
れた「整風運動についての指示」（1957年4月），「力を
組織して右派分子の進攻に反撃を加える準備について
の指示」（1957年6月8日）を受け，延辺でも1957年6
月から「整風運動」が始まり，同年7月から「反右派麗
争」が始まった。
　「反右派闘争」終結後も，更に1959年には『反右傾
闘争」，「民族整風運動」がおこなわれた。こうした一
連の政治運動は，学術界，教育界をもその波の中に巻
き込んだ。「反右派闘争」，眠族整風運動」は特に少数
民族指導部を狙ったものだったとされ，いわゆるギ資
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本主義的右派」，「地方昆族主義者」に攻撃が集中した
という。
　こうして，それまで朝鮮語の民族的純粋性の維持発
展を主張してきた朝鮮族の人々は「資産階級民族主義
分子」として批判されることになる。1959年には少数
民族の居住するいわゆる「民族地方」で「地方民族主
義」を批判する運動が展開され，いわゆる「民族主義
分子」が捕らえられていったという。
　この過程で，「漢語学習大躍進」の動きが高まり，朝
鮮族学校における朝鮮語教育の縮小，漢語教育の拡大
が進められた。そして，新たに中国で生まれてくる漢
語語彙を片っ端から漢音（中国漢字音）のまま音借し
て用いることが強要される時代になった。したがって，
この時期の朝鮮語は語彙規範化の基準を漢語との混瀟
言語化，つまり漢語化原則に求めるいわゆる「漢語基
準」の時期であったと要約される。
　特に，少数民族言語に直接的な影響を及ぼしたのは，
中央民族事務委員会が召集し北京で開催された全国第
2次少数民族語文科学研究討論会（1958年3月28日
一一　4月16日）だった。
　ここでは全国第1次少数民族語文科学研究討論会
（1955年12月3日開催，ここには延辺からの参加者は
いなかった）以後の少数民族語事業が総括され，少数
民族語の語彙規範化における「発掘，創製，借用」の
原則が批判された。「発掘，創製，借用」の原則とは，
新しい漢語語彙を受け入れるにあたって，従来からあ
る既存の民族語の語彙の中から対応する語を「発掘」曽
して用い，適当な既存の民族語の語彙がない場合には
民族語の造語要素をもとに新たに「創製」（造語）し，
それでも上手く行かないときには漠語語彙を漢音のま
ま音借する形で「借用」するというものである。「社会
が共産主義社会に移行しつつある時に，言語も大同の
世界に入らなければならない」という主張のもとに，
言語の民族的純粋性を維持発展させようとするこうし
た語彙規範化原則は，言語問題における「地方民族主
義思想」，「資産階級的言語観」として批判されたので
ある。
　このころから少数民族語の漢語化政策の推進，漢語
による諸民族の大同団結こそが革命的であるという少
数民族言語抑圧の論理が横行しはじめた。そして，す
べての少数昆族の言語に対して漢語を基準として言語
政策を展開すること，つまり漢語との混鴻言語造成政
策を採用することが強要されたのである。
　全国第2次少数民族語文科学研究討論会の内容は，
1958年9月11日から17日まで延辺第1次語文事業会議
（延辺朝鮮族自治州の州都延吉にて開催）の場にも伝
達された。朝鮮族幹部の中にもこの混濡言語化方針を
支持する者があり，この時点から朝鮮語事業における
「地方民族主義」批判が展開され始めた。そして，少
数民族は漢族に融合していくぺぎであるとする「民族
融合」論，およびこの論に基づいて漢語との共通成分
を極力増やしていくぺきだという「言語融合」論の影
響の下に，朝鮮語規範化事業が進められていくことと
なった。
　延辺日報は1958年9月25日に「語文工作戦線での地
方民族主義に反対する」という文章を，1958年11月6
日には編集部の名で「語文問題で犯した錯誤に対する
検討」という文章を掲載するなど，1958年9月から12
月まで朝鮮語政策における「地方民族主義」を批判し
ながら「民族融合」論を宣伝した。
　「民族融合」論は，民族間の共通性を増強し，相違
点を縮小してこそ共産主義への移行を可能にする条件
が作り出せるというものだった。そして，「延辺日報」
の紙上討論（1957年3月1日一一　6月29日）で確認され
ていた朝鮮語規範化原則は異端的な主張として批判さ
れ，朝鮮語の漢語化を推進するという路線が言語政策
を支配することとなった。
　それはまた，後の文化大革命の時代にあらわれる「朝
鮮語無用」論の布石にもなった。このような漢語との
混濡言語造成政策は必然的に朝鮮語の民族的性格を混
乱に落とし込んでいったのである。
　こうした状況のもとで，「言語融合」論に基づくいわ
ゆる「新基準」という新たな朝鮮語語彙規範化原則が
登場した。この「新基準」とは，延辺第1次語文事業
担当者会議（1958年9月11日～17日）で討論された「朝
鮮語規範化方案（草案）」のことをいう。その内容は以
下の通りである。
朝鮮語規範化方案（草案）
1．中華人民共和国内の朝鮮族人民の間で広く用い
　られている語彙を標準語と見なし，規範化するに
　あたっては民族の繁栄，祖国の統一，各民族の団
　結合作に有利なようにするとともに，言語の共通
　成分の絶え間ない増加に有利なようにすることを
　原則とする。
2．新たな名詞・述語を制定するときは，主に主体
　民族の言語である漢語から借用する。国際学術用
　語は基本的に漢語から借用する。
3．漢語から借用する語彙は次のような二つの順序
　と二つの方法によるものとする。
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①すでに入っている語彙を整理するにあたって
　は，人民大衆のことばを調査した上で朝鮮漢字
　音のまま固定させるものは固定させ，漢音に改
　めるべきものは一定の順序にしたがって少しず
　っ改める。
②新たに入ってくる語彙については，できるだけ
　漢音のまま借用することを主とする。しかし，
　一般用語は今後とも朝鮮漢字音で借用すること
　を許容する。
4．借用する漢語語彙の文法構造については，基本
的に朝鮮語それ自身の法則を尊重する。しかし，
人民大衆がすでに漢語語彙に慣れ親しんでいるな
　らば，人民大衆の習慣を尊重しなければならず，
　また漢語の受け入れによって生ずる朝鮮語文法の
変化にも注意をめぐらさなければならない。
　延辺朝鮮族自治州教育処は1957年12月2日に延吉市
で延辺朝鮮語文研究会準備事業組織会議を召集した。
この会議は上記「朝鮮語規範化方案（草稿）」を実施す
るために，「朝鮮語文研究会」を結成しようとして開催
されたものであった。この会議では朝鮮語文法教材編
纂問題漢語成句辞典編纂問題，『朝鮮語語彙集』編纂
問題，朝鮮語規範化問題などが討議された。そして，
その翌日（12月3日）に延辺朝鮮語文研究会準備委員
会が結成された。
　延辺朝鮮語文研究会準備委員会は，「朝鮮語規範化方
案（草稿）」を実施するため，1959年1月5日に「朝鮮
語規範化（漢語からの借用語を主とする）原則と具体
的実施方案（草案）」，1959年4月30日には「延辺朝鮮
族自治州朝鮮族言語規範化（漢語からの借用語を主と
する）原則」というタイトルのもとに修正案を提示し
て討議に付した。しかし，いずれの修正案も基本的な
精神には変更がなく，関係者の意見不一致によって正
式文書として公式に発表されることはなかった。
　こうした抵抗は存在していたものの，「言語融合j論
が主流を占めていた当時の社会情勢のもとでは朝鮮語
が漢語と混濡する漢語化傾向を押し止めることはでき
なかった。なお，延辺朝鮮語文研究会準備委員会は20
回余り会議を開くなどして活動していたが，1961年に
はその活動を中断した。そして，1962年5月には中国
共産党延辺朝鮮族自治州委員会によって延辺言語文学
研究委員会（構成員10名）が設立されている。
　教育界でも審態は進行していた。1958年1月に朝鮮
族高級中学校で朝鮮古典文学の授業が停止され，1958
年6月には朝鮮族学校用の教科書を出版している延辺
教育出版社が，教科書に「地方民族主義的傾向」が存
在していると指摘して教材改編を提起している。
　また，1958年11月7日には延辺教育出版社は教材編
纂での「地方民族主義」を批判し，「全国通用教材（漢
族学校用教科書）を中心として（為主），一定の比例で
一部の民族補充教材（もともと朝鮮語で書かれた文か
らなる教材）を補助的に使用する」という方針を打ち
出した。これは全国第1次少数民族出版瑛業会議（1958
年10月）で出された方針に基づいていた。その結果，
r朝鮮語文』教科露は民族補充教材と全国通用教材の
比率を3：7とするという編纂原則が決定された。ちな
みに，1956年上半期の中学校用f朝鮮語文』教科書は
全国通用教材からの朝訳文，朝鮮の教材，ソ連の教材
からの朝訳文の比率が5：3：2，同じく高級中学校用
『朝鮮語文』教科書の場合は4：3：3の比率だった。
　この時期の朝鮮語規範化事業は延辺朝鮮語文研究準
備委員会が中心になって推進されていた。この委員会
は1958年3月7日に全国第2次民族語文科学研究討論会
議に参加する内容を事前討議するなど，「言語融合」論
に基づく路線を推し進める役割を果たしていた。
　このような状況は1963年に入ると改善され始めた。
例えば朝鮮語教育では吉林省教材改編弁公室（蛮務室）
が1963年1月17日から18日まで東北3省民族教育科長
会議を召集し，朝鮮語を第一言語として教育すること，
朝鮮語教科に朝鮮の古典作品と現代作品を導入するこ
と，朝鮮語では昔の漢文は取り扱わないことという3
つの合意点を確認している。　　　　　　　一
　こうして，この頃から朝鮮語諏育において民族釣性
格の回復が図られ始めた。しかし，ギ言議融合ま論の影
響は基本的にはig63年末まで続いた。覇群族熱全国魯
な言語政策遂行機関を有しない当時の状況の下では，
吉林省以外の省，市の状況もほぼ同じような過程を経
ていたと考えられる。
　この時期の朝群語規範化の重点は語彙規範だった
が，蓑たに生じてくる漢語語彙を朝鮮語に漢音のまま
受け入れさせて漢語化を捉進し，漢語との混濡言語化
を進める作業を行なっていたのがその特徴であると言
える。
　ただ，申央人民放送局国際部の海外向け朝鮮語放送
や，1953年から人民画報社で翻訳出版している海外版
朝鮮語グラビア誌『申国画綱や，1964年から外国文
出版社で出版している朝鮮語版図書は，「言語融合」論
の影響外に置か払北朝鮮の標準語に基づいて編集さ
れていた。また，この時期の書写規範と文法規範は基
本的に北朝鮮のものに従っていた。
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　朝鮮民族は朝鮮半島に二つの民族国家を持ってお
り，この瑛実は中国の朝鮮族にとっては自らの朝鮮語
を守ってくれる言語の「屋根」の働きを果たしている。
そして，この朝鮮語の「屋根」は，中国国内で繰り返
される政治的動乱の過程で漢語からの言語干渉をいく
ら受けようとも，朝鮮語を維持発展させるための軌道
修正をいつでも可能にしてくれる決定的な好条件を付
与してきた。
　第III期　1964年1月～1968年5月
　この時期は，朝鮮語が漢語支配の抑圧からしばらく
解放されたと言える時期である。
　1962年1月，中国共産党は「大躍進」政策を批判的
に総括し，「反右傾」闘争の過程で不当な批判を受けた
とされる大多数の人々の名誉が回復され，「右派分子」
と断罪されていた大多数の人々から「右派分子」とい
う罪状が取り除かれた。こうして朝鮮族の民族語問題
も好転の兆しを見せ始めた。
　1962年後半には延辺教育出版社において小学校，中
学校用教科書r朝鮮語文』編集における「極左」的偏
向に対する反省が始まり，1963年4月13日には中国共
産党延辺朝鮮族自治州委員会はr朝鮮語文』教科書に
北朝鮮やソ連の作品を取り上げることを認め，朝鮮語
の基礎的言語教育を強化して，朝鮮語教育が政治的に
偏向している点を是正するように指示している。
　こうした流れの中で朝鮮族の言語政策に決定的転機
をもたらしたのは，周恩来が朝鮮語の標準問題に関し
ておこなった1963年6月28日の言明と，1964年1月5
日に李ヒイルによって伝えられた延辺朝鮮族自治州の
実力者朱徳海の言明であった6以下に紹介するこれら
の言明は民族性を高めようとする朝鮮語規範化の方向
性を明確に提起している。
　「朝鮮語には3つの標準がある。平壌，ソウル，
延辺の3つである。そして，平壌の標準を典型とし
なければならない。なぜなら，われわれ朝鮮人同志
にも朝鮮人民にもわかるからである。この標準に基
づいてはなしをし，文章を書かなければならない」
（1963年6月28日，周恩来の言明，r外交通訊』1963
年10号所載）
　「周総理の弁公室長（秘書室長）は言った。民族
語文は第一に漢化してはいけない。第2に西洋化し
てはいけない。自らの民族形式を持たなければなら
ない」（1964年1月5日に李ヒイルによって伝えられ
た朱徳海の言明）
　これは中国の朝鮮語を平壌の朝鮮語をモデルにして
発展させることを認めたものである。しかし，申国の
朝鮮語を平壌のことばと完全に一致させることを認め
ていたわけではなかった。
　例えば，中国の社会体制と関連する語彙に関しては
次のような基準が示されていた。すなわち，中国の朝
鮮語と北朝鮮の朝鮮語の境界線を明らかにさせるため
に，中国では生産組織管理体系の一っである「生産大
隊」を北朝鮮式に「共同農場」と翻訳してもいいかと
延辺のrr毛沢東選集』朝鮮文翻訳小組」が北京に質問
をした。これに対して，中国国務院弁公室からは中国
の朝鮮語と北朝鮮の朝鮮語が同じで完全に理解できる
からには，中国の特殊状況を反映した一部のことばを
用いることは当然であるという回答が寄せられたとい
うことである。
　朝鮮語の標準問題に関する上記の周恩来の指示が
1964年1月ころ延辺のi報道出版界に伝えられると，朝
鮮語を純化させようとする新たな動きが現れた。その
状況を当時の言語研究機関で調査したところによれ
ば，1964年4月分と7月分の延辺日報だけでも「極左」
的偏向期に用いられた用語を既存の用語や規範化され
た朝鮮語に改めたものが256語あり，それはたとえば次
のようなものである。
例1工人→労動者，職工→従業員，教案→教授案
　　演員→俳優，工人階級→労動階級
　　工農聯盟→労農同盟，教育→教養
　　反華→反中国，総統→大統領
　こうした新たな情勢のもとで，・朝鮮語の規範化事業
は再び活気を帯び始めた。1964年2月には延辺朝鮮族
自治州民族語文歴史研究委員会は「朝鮮語名詞・述語
規範方案（草案）」と名詞・述語統一案の討議用原稿作
成に着手し，同年4月3日から4日にかけて朝鮮語規
範化座談会が開催されている。
　同年4月9日には同委員会は「朝鮮語看板統一意見」
を作成し，また『常用朝鮮語辞典』編纂計画と『朝鮮
語文法（語音論，語彙論，文章論）』編纂要綱を作成し，
分担執筆することを決定している。
　同年4月24日には語文研究委員会第5次会議を開催
し，「朝鮮語名詞・述語規範化方案（草案）」を討議し
ている。
　また，中国共産党延辺朝鮮族自治州委員会の批准の
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もとに1964年3月30日に延辺朝鮮族自治州民族語文歴
史研究委員会（吉林省人民委員会の指示のもとに1963
年8月29日設置）の委員を新たに選出した。そして，
委員会のメソバーを語文研究委員会（10名）と歴史研
究委員会（5名）に分けて携成を新たにした。1964年
10月27日には吉林省と延辺朝鮮族自治州の批准のもと
に延辺朝鮮族自治州歴史言語研究所と改称し，新たな
情勢にあわせて朝鮮語規範化事業を本格的に推進して
いった。
　当時の朝鮮語規範化事業の重点は朝鮮語語彙を規範
化することに置かれていた。1964年2月に着手された
語彙規範化原則制定の試みは2年間にわたる作業を経
て，1966年3月に「朝鮮語名詞・述語規範化暫定方案
（草案）」として固められ，延辺朝鮮族自治州人民政府
の名で人民公社に至るまで州内各地に発布された。
　この語彙規範化原則には，1957年の延辺日報での紙
上討論で提起された規範化原則が全面的に反映されて
いる。その原則は次のようにこの方案の「総則」に示
されている。
「朝鮮語名詞・述語規範化暫定方案（草案）」の「総則」
（1966年3月）
　1．朝鮮語名詞・述語は民族化，大衆化，科学化の
　　方向に沿って規範化する。
　2．朝鮮語名詞・述語は朝鮮人民とわが国の朝鮮族
　　がすぺて理解できるようにするという原則に沿っ
　　て規範化する。しかし一部の語彙は，わが国の習
　　慣的用法に基づいて規範化する。
　3．新しい事物と現象を命名するときは，既存の朝
　　鮮語の要素に基づき朝鮮語の単語造成法によって
　　新語を造語する。しかし，朝鮮語の要素で造語す
　　ることができないときは，漢語の単語を朝鮮語漢
　　字音によって用いたり，その原音通りに用いたり
　　する。
　4．国内外の人名，地名，民族名，および国家名は，
　　「原音に従い，習慣に従う」原則によって処理す
　　る。
　5．外来語は、一般的に固有語と易しい漢字語に代え
　　て用いることを原則とする。しかし，朝鮮語に適
　　切な単語がなかったり，新たに作ることができな
　　い場合は今後とも外来語をそのまま用いる。
　この規範化方案は中国建国以来，初めて全社会的に
発表されたものとして画期的である。そして，中国に
おける朝鮮語規範化事業が本格化していったことを意
味している。この規範化原則は平壌の標準語に準拠し
て語彙規範化を進めようとするものであり，また「発
掘，創製，借用」の語彙規範化原則の復権を意味する。
このようして漢語語彙を漢音のまま音借して漢語との
混瀟言語化，つまり朝鮮語の漢語化を進めようとする
「言語融合」論は清算されていった。
　「朝鮮語名詞・述語規範化暫定法案（草案）」の語彙
規範化原則に沿って，その第1次作業として「第1次
朝鮮語名詞・述語規範意見（草案）」が提起され，180
の単語が規範化された。それは次のようなものであっ
た。
工人→労動者，労動者→勤労者，罷工→罷業・同盟
罷業，戦犯→戦争犯・戦争犯罪者，職工→従業員・
労動者・事務員，安装→組立・架設・装置，零件→
附属品，配件→部分品，批発部→都売部
　このようにして規範化された語彙は文化大革命が始
まって2年経過した後の1968年5月まで用いられ続け
た。なぜなら政治的な激動期においては，その政治的
影響が言語政策にまで及ぶには一定の期間を必要とす
るものだからである。
　1964年2月から1966年3月までの約2年間にわたる
朝鮮語規範化事業は語彙規範を中心として展開され
た。この言語運動は少数民族言語の民族性を抑圧した
「反右派闘争」や「整風運動」の時期に混乱に陥らざ
るを得なかった朝鮮語の民族的純粋性を回復する運動
だった。そして，1957年の延辺日報の紙上討論によっ
て獲得された基本原則より進んでいる点は，延辺朝鮮
族自治州歴史言語研究所という公的機関によって朝鮮
語規範化原剛が確定されたというところにある。
　しかしその後，文化大革命という政治闘争の渦中に
あって，延辺日報の紙上討論直後の時期にもまして，
より深刻な漢語による言語支配に甘んじなければなら
なくなる。
　第IV期　1968年6月～1977年4月
　1966年5月から文化大革命が始まり，延辺地区もこ
の政治運動に巻き込まれた。文化大革命の影響が朝鮮
語政策の面で具体的にあらわれたのはそれから約2年
後のことだった。
　1968年6月24日，中国共産党延辺朝鮮族自治州委員
会書記崔ヘリョソは，「自分たちを中心にして（為主），
「左」と「右」の傾向を防ぎ，整えさせなければなら
ない。かつて変更したものは再び元通りにしなければ
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ならない」という指示を下し，1964年から1966年にか
けて打ち立てられた語彙規範化原則を否定した。
　この党害記崔ヘリョソの指示に基づき，1969年3月
中旬から4月にかけて北京で組織された朝鮮族言語問
題毛沢東思想学習班は，平壌のことばを中国の朝鮮語
の典型にしなければならないという周恩来の指示
（1963年6月28日）を否定し，全国第2次少数民族語
文事業会議（1958年）の方針を支持，復活させた。そ
して，「毛主席著作翻訳工作において，名詞・述語を処
理する基本原則と具体的意見」を採択した。
　その原則とは以下に示すように「共通成分増加」論
であって，漢語との混濡言語化を推進させようとする
ものに他ならなかった。
1．朝鮮語の規範化は必ず漢語と朝鮮語の共通成分
　の絶え間ない増加に有利でなければならない。
2．朝鮮語の名詞・述語の使用は必ず「自分を中心
　（為主）としなければならない」という方針に沿っ
て貫徹されなければならず，わが国朝鮮族の広範
　な労農兵人民大衆が広く用いていることばの現実
　に基づかなければならない。
3．わが国朝鮮族の労農兵一般大衆のことばの現実
を考慮しないで，全面的に平壌のことばに学びし
たがうことを徹底的に是正し，克服しなければな
　らない。　　　　　，
　この時から「為主」という方針のもとに，延辺の朝
鮮語を基準とする時代，いわば「延辺標準」とも言え
る時代が始まった。「労農兵一般大衆のことばの現実に
基づかなければならない」乏いう主張は，朝鮮語純化
主義を掲げていた民族インテリの主張を抹殺するもの
であった。「『左』とr右』の傾向を防ぎ」とは，北朝
鮮の朝鮮語を「修正主義的言語」，韓国の朝鮮語を「資
本主義的言語」であると見なすことを意味し，その言
語的影響を受けないようにさせるという意味であり，
「為主」とは漢語との混濡化が進む中国の朝鮮族の朝
鮮語だけが「マルクス主義的」であるという，言語階
級性論に立脚したものであった。民族インテリの朝鮮
語純化主義を抑圧し，朝・漢バイリソガリズムのもと
で混濡言語化が進む現実を容認するのみならず，これ
を政策的に推進させようとするのが「為主」論だった。
　1969年8月23日，党書記崔ヘリョンは毛沢東著作出
版弁公室の室員たちとの談話の中で，「一方に傾くのは
売国的方針なので，必ず徹底的に正さなければならな
い」と主張した。こうして，平壌のことばを標準語の
典型と見る従来の立揚は売国的であると指弾されるに
至った。
　・少数民族語に「漢語基準」を要求するという1958年
に主張された「言語融合」論にしても，南北朝鮮のい
ずれの標準語にも準拠してはならないとする文化大革
命期の「延辺基準」とも言える「為主」論にしても，
その本質においては少数民族言語の民族的純化を容認
しない漢語支配の論理，漢族中心の大国主義の論理で
しかなかった。
　これにより，従来の語彙規範化原則は反古にされ，
1958年の「新基準」にも見られたような漢語との混滑
言話化推進の方向に逆行していった。
　当時，語彙規範化事業は毛主席著作翻訳出版弁公室
を中心にして行われ，そのもとで朝鮮族言語問題毛沢
東思想学習班と1970年に組織された延辺朝鮮族自治州
言語問題毛沢東思想学習班が活動していた。
　1968年12．月，延辺朝鮮族自治州革命委員会は「州直
属単位の機構簡素化に関する決定」を出して従来から
あった朝鮮語研究事業機構も解体した。この過程で研
究資料も多く破損したという。また，多くの朝鮮語刊
行物が廃刊された。
　学術研究は文化大革命に従属する活動以外にはほと
んど停止した状態となり，朝鮮語事業に携わっていた
人々は「右派」，「特務」，「地方民族主義分子」という
政治的汚名を被せられ，農村に追い立てられた。
　革命の進展とともに，いずれは朝鮮語は無用なもの
になるという「朝鮮語無用」論も主張された。そして，
「朝鮮語無用」論のもとに大量の漢語語彙を漢音のま
ま音借するよう強制された。少数民族言語を純化させ
ようとする主張には「民族分裂主義」という烙印が押
され，甚だしきに至っては吉林省の省都長春など朝鮮
族散在居住地域においては，友人と朝鮮語で日常会話
を交わしているだけでも「特務」，「陰謀」の嫌疑をか
けられるほど朝鮮語は萎縮させられた状況に追い込ま
れていた。
　この時期の文法規範は基本的には1960年代めものと
変わらなかった。1970年代に入ると，延辺教育出版社
から『朝鮮語文法（形態論）」（1972年，延辺大学朝文
学部朝鮮語講座），r朝鮮語文法（文章論）』（1974年，
延辺大学中文学部朝鮮語講座）が出版された。これら
は中国で初めて出された朝鮮語文法書であった。
　書写規範については，綴字法と文章符号法は既存の
ものを用い続けた。しかし，分かち書き法に関しては
北朝鮮のr朝鮮語綴字法』（1954年）を規範にしていた
が，北朝鮮で新たに『朝鮮語規範集』（内閣直属国語査
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定委員会，1966年7月）が出されたのを機に，1969年
4月毛沢東思想学習班（北京）は「朝鮮語分かち書き
法（草案）」を新たに制定して，北朝鮮のr朝鮮語綴字
法』に準拠することをやめた。そして，1970年1月1
日からすぺての出版物にこの新たな分かち書き法を適
用した。しかしながらこの分かち書き法は基本的に「朝
鮮語規範集』を踏襲して制定されたもので，1977年ま
で用いられた。
　この時期には朝鮮語教育はないがしろにされ，小学
校用，中学校用r朝鮮語文！教科書は「全国共通教材」
（漢族学校用教材）の朝訳文を主にして編纂された。
そして，文化大革命が始まるとますます状況は悪化し，
「朝鮮語文」教科は「朝鮮語無用」論の影響を強く受
け，1969年から1971年の期間にはf毛沢東語録」が朝
鮮語教科の主要な教材と見なされた。朝鮮語科目の授
業時間数も，文化大革命期以前と比べて約40パーセソ
ト縮小され，朝鮮族の子どもたちが大挙して朝鮮族学
校を離れて漢族学校に通うようになった。
　このような現象は1972年から好転し始めたようであ
る。1973年1月には延辺朝鮮族自治州毛主席著作翻訳
出版弁公室では新たに「朝鮮語分かち書き（草案）」の
執筆に着手し，1974年7月には「朝鮮語標準語発音法
（草案）」，同年9月には「朝鮮語綴字法（草案）」を出
版した。1975年8月には毛主席著作翻訳の仕事が中央
民族翻訳局に移管されるにともない，その人員等を吸
収することで朝鮮語辞典編纂領導小組弁公室が設置さ
れた。同年12月にはこの弁公室で「朝鮮語名詞・述語
規範化方案（討論用）」が作成されるなど，1976年10月
に「四人組」が失脚する以前から，朝鮮語の民族的主
体性は徐々に回復されつつあった。
　第V期　1977年5月から現在まで
　この時期に至って朝鮮語規範化事業は初めて全国的
な範囲で組織され，本格的に展開され始めた。1977年
8月22日から31日まで，黒龍江省海林で朝鮮語文事業
第1次実務会議が招集され，朝鮮語標準発音法，綴字
法，分かち書き法，文章符号法の試用方案が採択され
た。これらは文化大革命末期に延辺朝鮮族自治州毛首
席著作翻訳出版弁公室でおこなっていた規範化事業の
まとめの作業であった。そしてこれは，中華人民共和
国建国以来全国的範囲で採択された初めての朝鮮語規
範化方案だった。また，1977年11月には『朝鮮語規範
集』（「東北3省『朝鮮語規範集』執筆小組」執筆）と
して発刊されている。
　1978年12月には全延辺朝鮮族自治州中学校朝文教研
組組長座談会が開かれ，「朝鮮語無用」論が批判された。
1978年7月8日には北京民族文化宮で開かれた「朝鮮
語問題についての座談会」（国家民族事務委員会主催）
では1963年6月に周恩来がおこなった「平壌のことば
に学び従え」という指示を肯定的に再評価し，これを
蘇らせた。
　それより前，すでに1976年後半からユ977年2月にか
けて東北3省のそれぞれの省では，省の主要幹部を責
任者とする朝鮮語寮業領導小組が設立され，その傘下
に弁公室を設置していた。各省では，文化大革命の時
代に盲目的に延辺朝鮮族自治州の朝鮮語政策にした
がって過ちを犯したということへの反省の上に立っ
て，各省が独自的な朝鮮語政策を展開していた。その
結果，朝鮮語の基準が3つの省ごとに異なるという混
乱をもたらす事態となった。同様の混乱は中国の複数
の省で用いられているモソゴル語やチベット語におい
ても見られたという。　　　　　，
　こうした状況に対処するため，中国国務院は「朝鮮
語は吉林，遼寧，黒龍江の各省で使用されているが，
吉林が先頭に立って協議機構を作り，相互に協商して
言語統一を期すように」という指示文書「第49号」を
出し，解決策を提示した。
　この指示に基づき，1977年5月12日，吉林省長春で
東北3省朝鮮語文事業協議小組が組織された。その傘
下には弁公室が置かれ，朝鮮語規範化政策の決定，公
布，実施の仕事を担うこととされた。このことによっ
て，初めて全国的規模で朝鮮語規範化事業を展開する
事が可能になった。
　しかしその後，専門研究機構の必要性のために1986
年12月に中国朝鮮語査定委員会（非常設機構）が設置
され，また1987年9月26日に延辺朝鮮語規範委員会が
設置されてからは朝鮮語規範に関する問題はこれらの
委員会が担当し，東北3省朝鮮語文事業協議小組弁公
室ではこれを公布，実施するように役割が分担された。
　また，文化大革命の時代に閉鎖されていた朝鮮語研
究事業機関が復活したり，朝鮮語政策を展開する機関
や団体が新たに設立されていった。
　1979年6月4日には延辺朝鮮族自治州歴史言語研究
所が再建された。（1982年1月に同研究所は延辺朝鮮族
自治州歴史研究所と延辺朝鮮族自治州言語研究所に分
立）
　また，1978年11月25日から東北3省朝鮮語文事業第
2次実務会議が開かれ，12月5日に以下のような「朝
鮮語名詞・述語の規範化原則」が採択された。
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「朝鮮語名詞・述語の規範化原則」（1978年12月5日）
　朝鮮語名詞・述語の規範化事業では毛沢東思想の偉
大な旗を商く掲げ，言語に関するマルクス主義理論を
指針とみなし，党の民族語政策を貫徹する。
　朝鮮語名詞・述語は平壌のことばを基準とし，これ
に学び従えという周総理の指示に従い，言語の民族化
と言語の大衆性，科学性の要求に沿って規範化するこ
とを通じて，祖国の社会主義革命と社会主義建設のた
め，祖国の4つの現代化のために立派に役立っように
する。
　1．既存の語彙はそのまま用いることを原則とする。
　2．新たな名詞・述語は朝鮮語の単語造成法に沿って
　　造語して用いることを原則とする。そのようにで
　　きないものは漢語や他の言語から借用する。
　3．難しい漢字語と外来語は出来るだけわかりやす
　　い言葉にかえて用いることを原則とする。
　4．人名，地名，国家名などは「原音に従い，習慣
　　を尊重」する原則にしたがって処理する。
　これは，かつての「朝鮮語名詞・述語規範化暫定方
案（草案）」（1966年3月）と全く変わりばえがしない
ものである。東北3省朝鮮語文審業実務会議は以下の
ように開催されて，語彙の規範化が進められた。
第1次実務会議（1977年8月22日～31日，黒龍江省
　海林）
　朝鮮語標準発音法，綴字法，分かち書き法，文章
　符号法などの試用方案を採択
第2次実務会議（1978年11月25日～12月5日，遼寧
　省撫順市）
　「朝鮮語名詞・述語規範化方案」，「第1次朝鮮語
　名詞・述語統一案（草稿）」を審議，採択
第3次実務会議（1980年9月3日一一　9日，黒龍江省
　蜜山県）
　「第2次朝鮮語名詞・述語統一案」を審議，採択
第4次実務会議（1981年12月9日～13日，吉林省延
　吉）
　「朝鮮語自然科学技術用語第1次統一案」，「第3
　次朝鮮語名詞，述語統一案」を審議，採択。r朝鮮
　語規範文法』（討論稿）を修正
第5次実務会議（1982年8月23日～31日，吉林省延
　吉）
　「第1次漢語語彙翻訳統一案（討論稿）」を審査，
　決定。r朝鮮語文法』（草稿）を討論，審議
第6次実務会議（1983年8月9日～15日，黒龍江省
　ハルピソ）
　「第2次漢語語彙翻訳統一案」，「朝鮮語分かち書
　き（試行方案）」を採択。「方言語彙を標準語に引
　き上げることに関する方案」，「外来語表記法方案」
　を審議
第7次実務会議（1984年8月31日一・　9月6日，遼寧
　省藩陽市）
　散在居住地区での朝鮮語事業に関する討議
第8次実務会議（1988年12月16日）
　散在居住地区朝鮮語文事業先進グループと個人を
　表彰
　このような規範化作業過程で，たとえば以下のよう
な漢語から借用されていた語彙が漢語の影響を払拭し
て規範化されている。
工人→労働者，社論→社説，収発室→接受室
章程→規約，家長→学父兄，火報→速報
住宿費→宿泊料，海報→広告，主動脈→大動脈
基本粒子→素粒子，保密室→機密室
　語彙規範化事業は1986年12月に設置された中国朝鮮
語査定委員会でも，以下のように何度か語彙規範化の
ための審査会議を開きながら継続して進められた。
第1次会議（1986年12月10日～14日）
　教育，体育，音楽，美術などの学術用語統一案を
　審議，通過，
第2次会議（1987年1月）
　化学，物理，生物などの学術用語を審議，通過
第3次会議（1987年4月）
　r朝鮮語新語辞典』中の一部の語彙を審議，通過
第4次会議（1988年6月）
　経済，法律，工学などの学術用語を通過
第5次会議（1988年11月）
　教育用語，及び朝鮮語学術用語を審議，通過
第6次会議（1990年2月21日～23日）
　「整理された語彙の処理原則」，「国際化学名詞選
　択決定原則」，「漢語語彙統一案」，「外来語表記法
　（修正稿）」を採択
第7次会議（1990年12月）
　「外来語表記法」，「方言語彙査定原則」を審査，
　通過
このような一連の語彙規範化作業の成果は，・1989年
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5月「朝鮮語語彙規範集』（中国朝鮮語査定委員会，東
北3省朝鮮語文事業協議小組弁公室共編）としてまと
められた。ここには査定された2890語の語彙が収録さ
れている。
　また，1988年11月には延辺社会科学院言語研究所辞
’典編纂室と東北3省朝鮮文教材協議小組弁公室の共編
で『朝鮮語語彙規範便覧』が出版され，ここには朝鮮
語語彙構成の中で動揺している5000余語に対して，標
準とすべき語彙を示したり，使用の是非についての規
範を示している。
　上記2つの規範集は，いずれも「朝鮮語名詞・述語
の規範化原則」（1978年）に基づいて作成されたもので
ある。
　このほか，報道出版関係機関でもかなりの語彙が規
範化されたという。この時期の語彙規範化事業の特徴
は，一般語彙から自然科学用語に至るまで多方面にわ
たる語彙を規範対象として拡げている点にある。
　この時期，朝鮮語に関する学会などは活発な動きを
示し始めた。
　1979年7月5日には延辺朝鮮語学会が設立され，
1981年5月7日には延辺朝鮮族語文事業委員会が設立
された。（この委員会は1983年の機構簡素化のあおりで
解散させられたが，1986年6月再建）また，1981年7
月に北京市朝鮮語学会，同年8月に中国朝鮮語学会が
設立され，1982年3月27日には延辺中・小学校朝鮮語
文研究会，同年5月17には吉林省中・小学校朝鮮語文
研究会が設立された。
　1982年から1983年にかけて「中国朝鮮語実態調査」
が行なわれたが，この調査は東北3省および北京にあ
る朝鮮語研究機関，報道出版機関関係者の広範な協力
のもとにすすめられた。朝鮮語規範化事業推進のため
の基礎となる学術調査で，その成果はr中国朝鮮語実
態調査報告』（民族出版社・遼寧民族出版社，1993年）
として公刊された。
　1983年8月には黒龍江省朝鮮語学会，1984年8月に
は吉林省朝鮮語学会，遼寧省朝鮮語学会が設立され，
1985年7月には延辺社会科学院が設立されて延辺朝鮮
族自治州言語研究所，延辺朝鮮族自治州歴史研究所な
どはこれに組織編入された。
　文化大革命が終わってから，ふたたび「平壌のこと
ばに学び従う」という朝鮮語の基準を回復したが，北
朝鮮では徹底した固有語化政策が進展していったため
に，それは中国の朝鮮語の現状には合致しないと次第
に考えられるようになった。漢語からの言語干渉を常
に警戒しつつも，北朝鮮の語彙政策のようにかなり無
理をしてでも漢字語彙の固有語化を急速に図ろうとす
る言語純化主義は，漢語との二重言語生活を営む申国
の朝鮮族のことばの現実には馴染まないからである。
ちなみに，1981年に延辺朝鮮族自治州言語研究所で調
査したところによれば，朝鮮語のなかの新語2193語の
うちで漢語から入った新語が1670語，全体の78．26パー
セソトを占めているのである。
　こうした矛盾は1980年代に入って広く認識されるよ
うになった。とりわけ中国の改革開放政策と韓国の「北
方外交」政策がリンクしてからは，韓国からの言語的
影響が激しい勢いで中国の朝鮮語の中に流入し始め
た。こうした状況にあって，中国朝鮮語査定委員会で
は平壌の標準語にこだわらないで，たとえ韓国でしか
用いられないことばであっても借用することを認め，
世界の多くの朝鮮人が知っていることばを基準と見な
すという原則を採用した。平壌のことばへの政治的こ
だわりを捨てたものと言ってもよい。
　このことは，r朝鮮語規範集』（1989年）に収録され
ている「学術用語規範に関する説明」に以下のように
示されているところからも確認できる。
「南北朝鮮で共通して用いられていることばはで
きるだけそのまま受け入れて用い，南北朝鮮で異
なって用いられていたり，わが国の特殊性を反映
した学術用語はわが国のことばの現実に立脚して
適当に処理することにした」
　文法に関しては，1983年10月にr朝鮮語文法』が出
版されている。その序文には「現代朝鮮語規範化事業
の一環として編纂されたので，規範的な性格を帯びて
いる」と記されている。この「朝鮮語文法』は東北3
省朝鮮語文事業関係部門の委託のもとに，延辺大学語
文学部朝鮮語講座の教員9名によって執筆された。そ
して，東北3省朝鮮語文事業第4次実務会議（1981年
12月），同5次実務会議（82年8月）の2度にわたる審
議検討を経たのち公刊されたもので，規範文法として
の位置づけが与えられたものである。ちなみに初版の
発行部数は10，400部だった。
　学校教育に関しては，1981年2月中華人民共和国教
育部と国家民族事務委員会の共催で全国第3次民族教
育事業会議（北京）が開かれ，少数民族の教育は民族
的形式を取らなければならず，民族語教育を強化し，
民族語の教育を優先し，民族語教材を充実させなけれ
ばならないという指摘がなされた。そして，『朝鮮語文」
教科書の民族性は高められることとなった。
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　1985年10月1日から「延辺朝鮮族自治州自治条例」
が実施され，この条例に基づき，1986年7月に人員面
でも経費面でも保障された延辺朝鮮族自治州朝鮮語文
凄業委員会が正式に発足した。
　ところで，近年の朝鮮語政策に関して注目すべきこ
とは，「延辺朝鮮族自治州朝鮮語文事業条例」の制定で
あろう。この条例制定にあたっての法的根拠としては，
「中華人民共和国憲法」（1982年12月4日），「中華人民
共和国民族区域自治法」（1984年5月31日），「延辺朝鮮
族自治州自治条例」（1985年7月31日）がある。それに
は次のような条項がある。
「中華人民共和国憲法」
第4条中華人民共和国の各民族は一律に平等であ
　る。（申略）各々の少数民族が集居する地方では区
　域自治を実行し，自治機関を設立し，自治権を行
　使する。（中略）各々の民族は自己の言語と文字を
　使用し発展させる自由を有し，自己の風俗習慣を
保持，或いは改革する自由を有する。
「中華人民共和国民族区域自治法」
第21条　民族自治地方の自治機関は職務を執行する
　時，その民族自治地方の自治条例の規定にした
　がって当地で通用する一つ，又はいくつかの言語
　と文字を使用する。いくつか通用する言語と文字
　で同時に職務を執行する時は，区域自治を実施し
　た民族の言語と文字を主とすることができる。
第49条　民族自治地方の自治機関は諸民族の幹部が
　言語と文字を互いに学ぶように教育し，鼓舞激励
　する。漢族の幹部は当地の少数民族の言語と文字
　を学ばなければならず，少数民族の幹部はその民
族の言語と文字を学び使用すると・ともに，全国的
　に通用している標準語と漢文を学ばなければなら
　ない。民族自治地方の国家事業に携わっている者
　は，2つ以上当地で通用している言語と文字に熟達
　して用いるときは表彰しなければならない。
「延辺朝鮮族自治州自治条例」
第6条　　（前略）各民族は自己の言語を使用し発展
　させる自由を有し，自己の風俗と習慣を保存，も
　しくは改革する自由を有する。
　「延辺朝鮮族自治州朝鮮語文事業条例」制定のため，
ユ987年7月に延辺朝鮮族自治州朝鮮語文事業委員会は
3ヶ月あまり調査を行ない，朝鮮語事業の沿革や朝鮮
語の使用実態，および現存する問題などを把握した。
また，申国共産党延辺朝鮮族自治州委員会の批准のも
とに，延辺朝鮮族自治州朝鮮語文事業条例作成委員会
を設置し，ユ9ヶ月間の作業を経て草案作成，修正過程
を経て，延辺朝鮮族自治州第9期人民代表大会第1次
会議（1988年1月11日）で採択された。その後，吉林
省第7期人民代表大会常務委員会第4次会議（1988年
7月21日）で批准されたうえ，1988年8月26日に延辺
朝鮮族自治州人民代表大会常務委員会から頒布され，
実施に移された。
　　「延辺朝鮮族自治州朝鮮語文事業条例」は8章39条
からなる。第3条では「朝鮮語と朝鮮文は朝鮮族人民
が自治権を行使する主要な言語的手段である。（後
略）」，第4条では「自治州自治機関は職務を執行する
とき，朝鮮語と朝鮮文を主とし，漢語と漢文を平行し
て用いる」と規定し，延辺朝鮮族自治州では朝鮮語が
第1言語であることを条例で定めている。第10条では
「自治州地方国家機関の文書，布告等の公文は朝鮮文
と漢文を同時に出さなければならない。（後略）」，第14
条では「自治州内の朝鮮族公民は朝鮮文で諸種の申請
書，願書，登録票を書くことができ，その他の様々な
文書を作成することができる」等，朝鮮語使用の様々
な社会的権利を保障している。
　この条例成立後，引き続いて「延辺朝鮮族自治州朝
鮮語文学習使用賞罰実施規定」の作成に着手され，1989
年8月2日に成立した。これは，「延辺朝鮮族自治州朝
鮮語文事業条例」の実効性を高めようとして制定され
たものである。
　この賞罰実施規定は12条からな．り，r延辺朝鮮族自治
州朝鮮語文事業条例」に違反した場合の罰金を含む処
罰規定，また条例を模範的に実践した者を表彰する規
定が盛り込まれている。
　このように賞罰条項までもち，少数民族言語である
朝鮮語を第1言語と規定している延辺朝鮮族自治州に
おける言語政策の動向は，今後とも注臼されるところ
である。
　終わりに
　中国では政治情勢が変化するたびに，朝鮮語の言語
規範は変更を余儀なくされてきた。1945年解放後から
今日に至るまで，「ソウル標準」（第1期），「漢語基準」
（第II期），「平壌標準」（第m期）から「延辺標準」（第
IV期）へ，そして再び「平壌標準」に移った後，今日
では南北朝鮮を問わず世界の多くの朝鮮人が理解し，
用いていることばを基準と見なす（第V期）という5
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つの時期を経てきた。
　朝鮮語語彙規範の変遷について考察するとき，第II
期，第IV期に見られた言語純化主義に対する弾圧が，
少数民族である朝鮮族を漢族主体の国家体制の内部に
組み込んでおこうとする政治的動機に基づいていたこ
とは明白な事実である。その際，朝鮮語は漢語との意
図的な混瀟言語造成政策を強要され，言語純化主義は
「地方民族主義」として政治的に迫害された。「言語融
合」論や「共通成分増加」論や「朝鮮語無用」論は，
朝鮮語純化主義を封じ込めるためのイデオロギー戦略
だった。
　朝鮮語純化主義を弾圧した歴史は，中国の「主体民
族」を自称する漢族の民族的エゴイズムから生み出さ
れた。そして，朝鮮半島に独立国家を持つ朝鮮族が汎
コリアニズムに流れることを自らの体制的危機，すな
わち漢族支配の危機を招来するものとして警戒してき
た結果である。文化大革命の時期，平壌のことばに準
拠することが「売国的」であると批判したのも，そう
したことに対する警戒心の発露であった。
　一方，朝鮮族は汎コリアニズムに流れることはない
と常に証を立て続けることでしか民族の平安を保つこ
とができなかった。それは現代でもまったく同じこと
である。
　こうした「主体民族」漢族と「少数民族」朝鮮族の
緊張関係は，事あるごとに言語政策に尖鋭に反映され
てきたし，裏を返せば少数民族語の担いうる政治的，
社会的結束力の強さを如実に証明している。
　朝鮮民族は朝鮮半島の南北それぞれに異なる体制の
国家を有している。中国が西側世界に閉鎖的であった
時代において，北朝鮮の朝鮮語との言語接触は基本的
に許容されていた。そしてこれまで，中国の朝鮮語は
北朝鮮の言語規範に多く準拠してきた。中国の朝鮮族
が朝鮮語による言語生活を維持発展させるために自力
で朝鮮語の文法体系を確立し，書写規範を確立し，本
格的な朝鮮語辞典を編纂するということは，財政力，
朝鮮語出版物に対する狭い市場性などいろいろな点で
困難であったという現実的な問題も，その理由の一つ
だろう。現に，いま中国で初めての朝鮮語大辞典編纂
事業が進められており原稿も完成しているにもかかわ
らず，財政難のため第1巻しか刊行できていない状態
にあると聞く。
　中国が改革開放政策に転換した今日，朝鮮語を通じ
て韓国と様々な交流を図りうる利点と優位性を朝鮮族
は有している。いまや，中国朝鮮族の視線は韓国に注
がれるようになった。1986年のアジア大会，1988年の
ソウルオリソピックを報道しながら，中国のマスコミ
は韓国の経済発展状況を広く人々に知らしめた。その
結果，中国における朝鮮語の有用性が認識され，評価
も高まった。
　このような朝鮮語をとりまく言語状況は，朝鮮語で
教育を受ける価値をさほど認めようとしなかった人々
をも衝き動かし，朝鮮族学校への就学率も高まってき
ている。そして，一般の朝鮮語学習熱も高揚し，漢族
の間でも学習人口が急増している。社会的に認められ
て出世するためには，朝鮮族もまずは漢語に精通しな
ければならないという考え方は依然根強いものの，近
年そうした考え方の進行にある程度プレーキがかかっ
た様相を呈しているのである。
　今や，北朝鮮の朝鮮語からの言語的影響よりも，韓
国の文字媒体の流入や直接人的交流（韓国人の中国訪
問や，朝鮮族の韓国への出稼ぎ）等による韓国の朝鮮
語からの影響の方がはるかに大きくなったと延辺の
人々は口を揃える。
　ある朝鮮語版新聞の編集者は筆者のイソタビュー
に，「韓国の言語的影響が洪水のように押し寄せていま
す」という表現で答えた。この編集者はまた，「言語に
は階級性がないということが，いまや常識化してい
る」，「南北朝鮮の言語の差異などは歴史が作り出した
ものだから，そのことをあまり問題として騒ぎ立てな
いで，自然に解決するようにしなければならない」，「延
辺は言語の中心地ではない。〈中心言語〉（朝鮮半島の
言語）を受け入れてこそ私たちは発展できる」と言い，
更に「経済が基礎である。ソウルの言葉を受け入れて
いくほかないだろう」とまで断言した。
　このように徐々にではあるが，平壌のことばからソ
ウルのことばへと朝鮮語規範の軸をシフトさせつつあ
る現状を見るとき，言語の「屋根」を2つ朝鮮半島に
持っていることが，結果的には政治情勢の変化に応じ
て自らを利する方向に身を処すことを朝鮮族をして可
能ならしめたことがわかる。「分断の悲劇」の皮肉な裏
面として読み取ることもできる。
　中国朝鮮族の若者の一部にはソウルのことばの抑揚
に柔らかい感じ，上品な感じを覚え，これをまねる者
も出始めているが，同じ若者の申でこうした傾向に反
発を覚える者が多数を占めているのも事実である。ま
ねまでしないとしても，韓国からの来訪者の前では，
相手の心証を害さないように「南朝鮮」を韓国式表現
で「南韓」と言いかえたりするのはよく見られる現象
である。また朝鮮族は，「延辺の朝鮮語は北朝鮮のこと
ばみたいだjと韓国からやってくる人に評されるのを
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嫌う。それは，あの貧しい北朝鮮の人間と同じように
見られたくないという自尊心が働いてのことだと言
　う。また，韓国からやってくる人々の横柄な言葉遣い
や，韓国人の方が金持ちだとでも言わんばかりに成金
趣味を振りかざす態度に強く反発を感じるという複雑
な心理状態にある。
　いま「洪水のように」押し寄せている韓国の朝鮮語
に対して，中国の朝鮮族はどのようなスタソスを取れ
ばいいのか戸惑っている段階にあると言えよう。この
ことは言語政策に関係する人々にも当てはまることだ
ろう。
　昨年11月10日に開かれた「延辺大学第7回文化芸術
祭開幕式」（カラオケ歌唱予選大会）で朝鮮族学生たち
が歌った曲は解放前朝鮮のナツメロか現代韓国の流行
歌ばかりであった。会場を埋めた千数百名の延辺大学
学生たちは，現代韓国の歌謡曲に酔いしれていたので
ある。そして，北朝鮮の曲はついに1曲も登場しなかっ
た。民族語に対する政治イデオPギー統制は弱まり，
時代は変わったかに見える。
　しかし，朝鮮語の未来に楽観ばかりしているわけに
はいかないようである。近年，．朝鮮族学校では朝鮮民
族の歴史を教えるべく準備が進められているが，いつ
また政治状況が変わり反漢的だと嫌疑を掛けられるや
も知れないという不安から，その実施に二の足を踏ん
でいるという声を現地で耳にする。「延辺朝鮮族自治州
自治条例」（1985年7月）第53条には「自治州内の朝鮮
族中学校（6年制一訳注）では朝鮮族の歴史を歴史教
科の教育内容のひとつとみなさなければならない」と
記されているにもかかわらずである。そして今でも，
朝鮮族学校の歴史教育では漢族の歴史を教えている。
　こうした屈折した状況も，解放後中国の朝鮮語語彙
規範化政策が歩んできた厳しい道のりを鳥鰍すること
によっても理解することができるだろう。政治情勢の
変化とともに，今後中国の朝鮮語がその歴史の軌跡を
どのように描いていくのか，未だ予断を許さない段階
にあると言えよう。（1995．1．17稿了）
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